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Abstract: 
The purpose of this study is to clarify the current situation and issues of regional support activities of 
Community Welfare Volunteers/Commissioned Volunteer Child Workers in Iwate Prefecture (n=3,593). The 
survey conducted from October to November 2008. The answer of 2,300 people (64.0%) was obtained. 
As a result, the current state that they undertake consultation defenselessly without knowing the actual living 
status of the local residents of whom they take charge was suggested. However, the local circumstances and the 
reality of family issues are understood as their experience enlarged, and it has grown and/ or to do an e除ctive
activity in time and in the content of support. Moreover, it became clear that they have trouble dealing with 
consultation on "the elderly，，“family relations" and “economy problem", and look these consultations as di自cult
case, so that these are strong burden to them. It is considered that these consultation issues are complicated 
by multiple factors. The assistance measures of the consultation skils to maintain the motivation of Community 
Welfare Volunteers/ Commissioned Volunteer Child Workers was examined. 
Key Word : Community Welfare Volunteers/ Commissioned Volunteer Child Workers, Difficult Case, Sense of 




















































































































































































































活動者向士の意見の相違 』－＇ 1.7 
サロン活動の方，去 l,.,i 1.6 
その他 ii...2.0
















困難事例 活動する 民生委員える家庭 地域の実 活動者同
の実態が情のt町屋 に対応す 時間を取 情報が足 見守り活 児童委研修が少 士の意見 サロン活 その他 特になし 無回答
分からな が難しい るのが難
るのが難 りない 動の方法 員の人数 ない の相違 動の方法
u、 しい しい が少ない
l期（3年）以下（N:1637) 22.0 20.6 12.8 13.3 13.1 5.3 4.5 2.7 1.2 1.5 2.4 0.7 0.1 
2期（4年～6年N1482) 24.0 20.7 13.0 13.1 1.5 5.5 4.4 1.9 1.3 1.8 1.6 1.3 
3期（7年～9年N:967) 23.9 18.2 13.5 12.4 11.0 6.3 5.8 2.0 2.0 1.7 1.4 1.8 0.1 















































住民のニー 関係機関や 地域の問題地域住民と 多様化するズや抱えて 連携し、要 福祉サーピ 点や改善策いる問題点 支援者のた スに関する をとりまと その他 無回答を行政機関 めのネット 情報を住民 め、行政機等へ連絡す ワークを作 に提供する 関等に意見る る を提起する
6.0 7.6 7.6 2.5 0.5 4.3 
9.2 6.2 6.2 3.2 0.2 5.8 
10.5 8.9 8.9 3.1 7.1 




















表3 多い相談内容 （第1選択）×在任期間 （%） 
在宅福祉 非行・不ひとり暮 介護保険 サービス しつけ等 福祉制度
らしの高 医療費や 家族や親 施設入所 健康に関 （介護負 の問合せ 登校・ひ 一般的な やサーピ族との人 きこもり齢者の見 生活費 間関係 の相談 すること 担）に関 や利用方 等の子ど 子育ての スに対す守り すること 法等につ ものこと こと る苦情いて
l期（3年）以下（N:646) 34.4 12.5 8.4 5.1 10.7 5.4 1.9 2.8 2.2 1.9 
2期（4年～6年）(N:585) 32.1 14.5 7.9 5.3 9.4 6.3 1.2 5.1 2.2 12 
3期（7年～9年）(N:382) 34.0 14.4 13.9 7.9 8.6 4.5 1.3 1.8 1.8 1.3 
4期(10年）以上（N:632) 24.5 19.5 11.7 8.1 10.1 6.0 1.1 3.6 0.6 11 
児童虐待 高齢者虐 妻やパー
の通報や 障害者と 障害を抱 待の通報 トナーへ ホームレ
その世帯 のふれあ えた子ど 防災 ・防 やその世 の暴力の 相続の相 スへの対 その他 無回答
の近隣交 し、 もの子育 犯対策 帯の近隣 通報やそ 談 応
流 てのこと ヲメAて、ilt: の世帯の近隣交流
l期（3年）以下（N:646) 0.8 0.5 0.5 0.5 0.3 1.9 7.4 
2期（4年～6年）(N:585) 0.9 1.2 0.3 0.3 0.5 12 5.8 
3期（7年～9年）(N:382) 0.5 0.5 0.8 0.5 0.3 1.0 4.7 






















簿害を抱えた子どもの子育てのこと ~ 0.5 
防災・防犯対策 i0.3 
高齢者虐待の通報やその世帯の近携交流 Io.3 













1期（3年）以下（N:646) 24.1 20.6 8.0 9.0 
2期（4年～6年）(N:585) 22.6 20.7 9.2 7.0 
3期（7年～9年）(N:382) 31.4 18.3 8.9 7.3 
4期（10年）以上（N:632) 29.1 22.8 8.5 6.5 
児童虐待 高齢者虐 在宅福祉
の通報や しつけ等 待の通報 サービス
その世帯 一般的な やその世 の問合せ子育ての や利用方の近隣交 こと 帯の近隣 法等につy荒 交流 いて
l期（3年）以下（N:646) 0.9 0.8 0.9 0.9 
2期（4年～6年）(N:585) 1.2 1.0 1.2 0.5 
3期（7年～9年）(N:382) 0.3 1.3 0.5 























防災・防犯対策 I o.3 
ホームレスへの対応 I o 





非行・不 介護保険 福祉制度登校 ・ひ 健康に関 （介護負 やサーピ 障害者ときこもり すること 担）に関 スに対す のふれあ等の子ど しミ
ものこと すること る苦情
6.5 4.0 4.5 3.1 0.8 
9.4 6.3 4.6 2.7 1.2 
7.6 5.5 4.5 0.8 0.8 
4.9 6.5 5.2 2.4 14 
妻やパー
トナーへ ホームレの暴力の 相続の相 防災・防 スへの対 その他通報やそ 日炎 犯対策
の世帯の 応
1、L己E問伽ヰ全チメマ、ア｛／古IL 
0.6 0.8 0.3 2.5 
0.3 0.2 0.2 1.0 
0.8 0.3 0.3 1.6 
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把保した問題有 面ljテーマ キtr-E結末
図9 中心テーマ｛高齢者］の自由記述分析結果
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経済（併合 {Jl収人たど） 人 ｜どこ主でZ＆を聴けばいいのか
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